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過去にそれこそ筆舌に尽くせない思いを出し、

残忍極まりないことを繰り返してきた、そんな

中で誰にも許してもらえないし、また決して許

さないそんな心でずっときたんだと思います。

でもそのどんなときも、変わらずにずっと流れ

ていたものがあったんですね。私という存在を

支えてくれているエネルギ－があったんですね。

その中で生かされているということをすっかり

と忘れてしまったからすべてが狂ってきたのだ

と思いました。  
 
今世田池留吉と出会えました。私は喜んでい

ます。父にも母にも本当にありがとうございま

したとしかありません。私との約束を守ってく

れた、私を信じてくれた、その思いが嬉しかっ

たのです。田池留吉と出会うために肉体を持た

せて頂きました。この日本の国で私は田池留吉

と出会うことをこの心で知っておりました。そ

れが私が私に与えたシナリオでした。これから

も真実に目覚めるためにたくさんのシナリオを

私は書きました。この心に書きました。だから

何も恨むことはなかったのです。すべては自分

が真実に目覚めるために書いた筋書き通りだか

らです。長い長い旅を続けてきました。ひとり

ぼっちの寂しくて苦しい旅でした。でもこれか

らは少し違います。いつもいっしょだよって言

ってくれました。私はやっとそのことが信じら
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れるようになりました。嬉しいです。ともに歩

いていけると思えたらとても嬉しいです。  
 
 
 
 

 


